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橋を渡る人の傘には板元「石和」の文字が描かれている。

は
じ
め
に
─
─
こ
の
揃
い
物
が
あ
っ
た

平
野
町
通
淀
屋
橋
（
現
・
大
阪
市
中
央
区
平
野
町
）
の
板

元
「
石
和
」
こ
と
、
石
川
屋
和
助
か
ら
刊
行
さ
れ
た
『
浪

花
百
景
』
は
、
3
人
の
歌
川
派
絵
師
合
作
に
な
る
中
判
組

み
物
で
、
現
代
で
も
江
戸
時
代
の
大
坂
を
語
る
際
や
、
博

物
館
で
の
展
覧
会
、
歴
史
書
や
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
編
集
な
ど

で
重
宝
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
全
百
枚
あ
る
こ
の
作
品
を
、
今
の
景
観
と
比

較
す
る
だ
け
に
用
い
る
の
は
も
っ
た
い
な
い
。
今
回
、

『
Ｃ
Ｅ
Ｌ
』
が
提
起
す
る
「
ル
ネ
ッ
セ
」
の
理
念
を
展
開

し
、「
文
化
を
ど
の
よ
う
にcultivate

し
て
い
け
ば
よ
い

か
」
の
テ
ー
マ
で
見
直
す
な
ら
ば
、『
浪
花
百
景
』
に
漂

う
時
代
の
空
気
、
人
々
の
生
活
、
画
家
が
仕
込
ん
だ
物
語

の
読
み
と
き
方
を
再
検
証
し
、
ど
の
よ
う
に
活
用
で
き
る

か
探
る
こ
と
が
大
切
だ
ろ
う
。

『
浪
花
百
景
』
に
関
す
る
刊
行
物
で
は
、
1
9
7
6
年
に

立
風
書
房
の
複
製
版
が
あ
る
ほ
か
、
大
阪
府
立
中
之
島
図

書
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
錦
絵
に
み
る
大
阪
の
風
景
」
で
、

す
べ
て
の
作
品
を
画
像
検
索
で
き
る
。
展
覧
会
や
研
究
で

は
、
1
9
9
5
年
「
浪
花
百
景
―
―
い
ま
・
む
か
し
」（
大

阪
城
天
守
閣
）、
2
0
1
0
年
「
浪
花
百
景
―
―
大
坂
名
所

案
内
」（
関
西
学
院
大
学
博
物
館
開
設
準
備
室
、
穎え

川が
わ

美
術
館
）

が
開
催
さ
れ
、
後
者
の
図
録
で
『
浪
花
百
景
』
は
安
政

（
1
8
5
4
～
60
年
）
期
頃
に
企
画
さ
れ
、
文
久
か
ら
慶
応

年
間
（
1
8
6
1
～
68
年
）
に
成
立
し
た
こ
と
と
、
幕
末
の

「
巡
礼
」「
太
閤
秀
吉
ブ
ー
ム
」
を
反
映
す
る
こ
と
が
指
摘

さ
れ
て
い
る
。
筆
者
も
『
大
阪
人
』
の
特
集
「
行
こ
う
大

阪
の
名
所
い
ま
・
む
か
し
」（
2
0
1
2
年
5
月
号
）
で
『
浪

花
百
景
』
に
触
れ
た
。
現
代
に
活
か
す
た
め
に
、
ま
ず

『
浪
花
百
景
』
を
ど
う
読
み
と
く
か
の
私
論
を
述
べ
よ
う
。

百
景
と
名
所
図
会
は
違
う

最
初
に
「
百
景
」
と
「
名
所
図
会
」
の
違
い
を
巡
っ
て
、

『
摂
津
名
所
図
会
』
と
比
較
し
た
い
。

18
世
紀
後
半
、『
都
名
所
図
会
』
を
先せ

ん

蹤し
よ
う

に
各
地
の
名

所
図
会
が
刊
行
さ
れ
た
。
大
坂
が
登
場
す
る
『
摂
津
名
所

図
会
』
12
冊
は
、寛
政
8
（
1
7
9
6
）
年
と
10
（
1
7
9
8
）

年
に
上
梓
さ
れ
、
摂
津
国
・
大
坂
の
名
所
の
地
理
や
歴
史
、

祭
礼
、
年
中
行
事
を
網
羅
す
る
。
著
者
は
秋あ

き

里ざ
と

籬り

島と
う

。
文

字
情
報
を
中
心
と
し
た
書
籍
だ
が
、
竹た

け

原は
ら

春し
ゆ
ん

朝ち
よ
う

斎さ
い

の
社

寺
鳥
瞰
図
の
ほ
か
、
大
坂
の
画
家
、
丹に

羽わ

桃と
う

溪け
い

ら
の
挿
絵

も
魅
力
に
富
ん
で
い
る
。

一
方
、『
浪
花
百
景
』
は
、
錦
絵
百
枚
で
組
ま
れ
た
連

作
版
画
集
で
あ
る
。
数
揃
え
の
「
◯
◯
景
」
の
源
流
は
中

国
の
「
瀟し

よ
う

湘し
よ
う

八
景
」
や
、
そ
れ
を
移
植
し
た
「
近
江
八

景
」
に
あ
り
、
カ
メ
ラ
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
る
よ
う
に
、

一
瞬
を
切
り
取
っ
た
視
覚
的
な
「
景
」
で
あ
る
こ
と
に
特

徴
が
あ
る
。
紫
式
部
ゆ
か
り
の
石
山
寺
、
湖
西
の
比ひ

良ら

山さ
ん

は
、
近
江
の
名
所
だ
が
、「
近
江
八
景
」
に
登
録
さ
れ
た

「
石
山
秋
月
」
は
名
月
の
秋
、「
比ひ

良ら
の

暮ぼ

雪せ
つ

」
は
夕
暮
れ
に

雪
が
積
も
る
冬
の
情
景
で
あ
る
。
春
の
石
山
寺
や
夏
の
比

良
山
は
「
近
江
八
景
」
で
は
な
い
。
季
節
や
天
候
、
時
間

帯
が
異
な
る
た
め
、
八
景
す
べ
て
を
1
日
で
巡
る
こ
と
も

不
可
能
で
あ
る
。

『
浪
花
百
景
』
も
一
瞬
を
と
ら
え
て
集
め
ら
れ
た
情
景
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
で
、
個
別
タ
イ
ト
ル
に
、「
風
景
」「
夕
景
」

「
月
見
景
」
な
ど
「
景
」
の
字
を
付
し
た
も
の
が
多
い
。

『
摂
津
名
所
図
会
』
は
地
誌
で
あ
り
、
挿
絵
入
り
の
読
み

物
と
し
て
、
ゆ
る
や
か
に
街
の
賑
わ
い
や
名
所
の
由
来
を

堪
能
で
き
る
が
、『
浪
花
百
景
』
は
ヴ
ィ
ジ
ュ
ア
ル
中
心

で
あ
り
、
急
流
の
よ
う
に
画
面
が
次
々
変
化
し
、
視
覚
へ

の
ア
ピ
ー
ル
が
一
に
も
二
に
も
要
求
さ
れ
る
。

ま
た
『
浪
花
百
景
』
は
、
歌
川
派
の
一い

ち

珠じ
ゆ

斎さ
い

国く
に

員か
ず

（
生

没
年
不
詳
）
が
40
図
、
南な

ん

粋す
い

亭て
い

芳よ
し

雪ゆ
き

（
1
8
3
5
～
79
）
が

29
図
、
一い

ち

養よ
う

斎さ
い

芳よ
し

瀧た
き

（
1
8
4
1
～
99
）
が
31
図
を
担
当

す
る
。
3
人
の
個
性
は
異
な
り
、
国
員
は
人
情
の
機
微
を

描
き
、
芳
雪
の
抒
情
性
、
芳
瀧
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
感
性

も
特
徴
的
で
あ
る
。

板
元
の
意
向
も
反
映
し
つ
つ
、
彼
ら
は
自
分
の
特
長
を

活
か
し
、
他
の
2
人
に
な
い
百
景
を
模
索
し
た
の
で
は
な

い
か
。
競
作
と
し
た
方
が
ふ
さ
わ
し
い
か
も
し
れ
な
い
。

画
題
の
選
択
に
も
個
性
が
反
映
さ
れ
た
だ
ろ
う
。
時
に
は

絵
師
が
魅
力
を
感
じ
れ
ば
、
名
所
で
な
く
て
も
新
し
い

「
景
」
が
誕
生
す
る
。

大
坂
の
全
体
を
百
科
全
書
の
よ
う
に
網
羅
す
る
こ
と
を

目
指
す
『
摂
津
名
所
図
会
』
に
対
し
、『
浪
花
百
景
』
は

板
元
と
絵
師
に
よ
る
企
画
物
の
ス
ナ
ッ
プ
写
真
集
に
例
え

ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。

色
紙
型
、短
冊
型
と
タ
ネ
本
の
転
用

鑑
賞
す
る
に
は
、
絵
と
同
時
に
タ
イ
ト
ル
や
絵
師
、
板

元
名
の
書
き
込
み
方
の
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
を
確
認
し
て
お
く

必
要
が
あ
る
。

《
安や

す

居い

天
神
社
》
を
例
に
す
れ
ば
、
画
面
上
部
の
短
冊
型

に
総
タ
イ
ト
ル
「
浪
花
百
景
」、
色
紙
型
に
個
別
タ
イ
ト

ル
「
安
居
天
神
社
」、
下
部
に
並
ん
で
彫
り
師
、
板
元
、

絵
師
を
記
す
。
彫
り
師
が
省
略
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、

文
字
情
報
の
入
れ
方
は
『
浪
花
百
景
』
全
図
で
ほ
ぼ
共
通

す
る
。
工
夫
さ
れ
て
い
る
の
が
、
色
紙
型
や
短
冊
型
に
施

さ
れ
た
図
案
で
情
景
を
補
足
説
明
す
る
こ
と
で
、《
安
居

天
神
社
》
で
は
色
紙
型
の
地
紋
が
天
満
宮
を
示
す
梅
鉢
の

模
様
に
な
り
、
他
の
百
景
で
は
夕
焼
け
雲
や
星
空
の
模
様

に
な
っ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。

手
が
込
ん
だ
例
で
は
、《
天て

ん

満ま

天て
ん

神じ
ん

地だ
ん
じ
り車

宮み
や

入い
り

》（
図
1
）

は
、
短
冊
型
、
色
紙
型
、
絵
師
、
板
元
情
報
が
同
じ
地
紋

で
統
一
さ
れ
る
。
地
車
を
曳ひ

く
講
中
が
揃
い
の
衣
装
で
あ

り
、
そ
の
柄
を
大
き
く
文
字
情
報
の
部
分
の
地
紋
に
反
映

さ
せ
、
祭
の
熱
狂
と
一
体
感
を
強
調
す
る
。

《
四よ

ツ
橋ば

し

》（
図
2
）
で
は
色
紙
型
に
柳
と
コ
ウ
モ
リ
を
描

く
。
近
代
の
話
だ
が
、
内
田
百
閒
が
「
蝙こ

う

蝠も
り

を
一
番
沢
山

見
た
の
は
大
阪
の
道
頓
堀
で
あ
る
」（「
類
猿
人
─
─
蝙
蝠
傘

物
語
」）
と
し
て
、
川
船
の
料
理
店
で
コ
ウ
モ
リ
と
遭
遇

し
た
こ
と
を
記
し
て
お
り
、
色
紙
型
の
絵
も
橋
の
下
に
た

く
さ
ん
の
コ
ウ
モ
リ
が
潜
む
こ
と
を
暗
示
す
る
。
色
紙
型

の
図
案
で
の
謎
か
け
は
、
言
葉
に
頼
ら
な
い
巧
妙
な
表
現

法
で
あ
る
。

『
浪
花
百
景
』
に
は
『
摂
津
名
所
図
会
』
や
『
浪な

に

わ華
の
賑

ひ
』（
1
8
5
5
年
）
か
ら
の
引
用
も
多
い
。

《
天
神
祭
り
夕
景
》《
戎え

び
す

嶋じ
ま

天て
ん

満ま
ん

宮ぐ
う

御お

旅た
び

所し
よ

》《
長な

が

町ま
ち

裏う
ら

遠と
お

見み

難な
ん

波ば

蔵く
ら

》
な
ど
、
明
ら
か
に
図
は
『
摂
津
名
所
図
会
』

か
ら
の
転
用
だ
。
年
に
1
回
の
船ふ

な

渡と

御ぎ
よ

の
取
材
は
膨
大
な

エ
ネ
ル
ギ
ー
が
必
要
だ
し
、
限
ら
れ
た
期
間
に
1
0
0

江
戸
期
の
大
坂
の
風
景
を
描
い
た
『
浪
花
百
景
』。

当
時
の
風
物
を
語
る
定
番
の
資
料
だ
が
、
我
々
が
十
分
に
活
か
し
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。

浮
世
絵
技
法
を
駆
使
し
、
商
都
浪
花
の
賑
わ
い
と

そ
こ
で
暮
ら
す
市し

井せ
い

の
人
々
の
営
み
を
一
瞬
の
「
景
」
で
と
ら
え
た
『
浪
花
百
景
』
の
世
界
を
読
み
と
き
、

今
の
ま
ち
に
求
め
ら
れ
る
視
点
を
検
証
す
る
。

『
浪な

に

わ花
百ひ

や

つ

景け

い

』ま
ず
は
ヴ
ィ
ジ
ュ
ア
ル
の
迷
路
に
踏
み
込
ん
で
み
る

橋
爪
節
也

H
ashizum

e Setsuya

は
し
づ
め
・
せ
つ
や

1
9
5
8
年
、
大
阪
府
生
ま
れ
。
大
阪
大
学
総
合
学
術
博
物
館

教
授
、
同
大
学
院
文
学
研
究
科
兼
任
。
専
門
は
日
本
近
世
・
近

代
美
術
史
。
大
阪
市
立
美
術
館
学
芸
員
を
経
て
現
職
。
主
な
著

書
に
『
モ
ダ
ン
心
斎
橋
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
』『
大
大
阪
イ
メ
ー
ジ
』、

共
著
に
『
大
阪
の
橋
も
の
が
た
り
』
な
ど
。
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図5：北御堂と南御堂
明治期に撮影された写真からは、遠くにある両御
堂の際立った高さが分かる。

『モダン心斎橋コレクション』橋爪節也著、国書
刊行会、2005年より

図7：両本願寺

図6：高津
右側遠景に並ぶ大屋根が北御堂と南御堂。

図3：堂じま米市

図4：大江ばしより鍋しま風景

図
も
の
点
数
を
描
き
お
こ
す
の
も
大
変
で
あ
る
。
や
む
を

得
ず
『
摂
津
名
所
図
会
』
ほ
か
の
挿
絵
を
転
用
し
た
の
だ

ろ
う
。
そ
の
た
め
、『
浪
花
百
景
』
の
数
十
年
前
に
刊
行

さ
れ
た
『
摂
津
名
所
図
会
』
か
ら
引
用
さ
れ
た
船
渡
御
を
、

幕
末
の
情
景
と
み
な
す
に
は
慎
重
な
考
証
が
必
要
と
な
る
。

し
か
し
美
術
史
的
に
見
れ
ば
、
別
の
原
本
か
ら
の
転
用

は
絵
画
制
作
で
は
よ
く
あ
る
こ
と
で
あ
る
。『
摂
津
名
所

図
会
』
や
『
浪
華
の
賑
ひ
』
な
ど
横
長
の
冊
子
の
画
面
を

ト
リ
ミ
ン
グ
し
て
縦
向
き
に
再
構
成
す
る
と
き
の
工
夫
や
、

元
ネ
タ
を
吟
味
す
る
こ
と
で
、
3
人
の
絵
師
の
真
に
オ
リ

ジ
ナ
ル
な
作
品
を
探
し
出
す
こ
と
も
で
き
る
。
こ
う
し
た

推
理
を
重
ね
る
こ
と
で
、
よ
り
深
く
『
浪
花
百
景
』
に
は

ま
り
こ
ん
で
い
く
の
で
あ
る
。

演
出
す
る
絵
師
─
─《
堂
じ
ま
米
市
》

絵
師
の
演
出
を
《
堂
じ
ま
米
市
》（
図
3
）
に
探
り
た
い

［
＊
1
］。

米
市
場
を
描
い
た
早
い
例
が
、
平
瀬
徹
斎
『
米べ

い

穀こ
く

賣ば
い

買ば
い

出し
ゆ
つ

世せ

車し
や

』（
1
7
4
8
／
1
7
5
8
年
）
の
挿
絵
で
あ
る
。

指
先
の
サ
イ
ン
で
競せ

り
の
駆
け
引
き
を
す
る
市
人
た
ち
を

描
き
、「
二
リ
ン
五
リ
ン
う
け
て
千
俵
か
い
」
な
ど
の

科せ

り

ふ白
で
臨
場
感
を
演
出
す
る
。
煙
草
屋
や
川
辺
に
描
か
れ

る
茶
店
、「
カ
バ
ヤ
キ
」
を
商
う
舟
は
市
人
た
ち
の
ス
タ

ミ
ナ
源
だ
。
つ
い
で
『
摂
津
名
所
図
会
』
の
挿
絵
が
あ
り
、

「
堂ど

う

島じ
ま

米こ
め

糴あ
き

糶な
い

」
の
漢
字
表
記
の
偏
が
「
入
米
」「
出
米
」

な
の
が
象
徴
的
で
あ
る
。
本
文
は
「
そ
の
市い

ち

人ひ
と

を
見
る
に

早
旦
よ
り
斜
陽
ま
で
街
に
聚
り
て
指し

頭と
う

を
揺う

ご
か

し
て
百
万
の

斛こ
く

数す
う

を
相
対
す
。
そ
の
囂

か
ま
び
すし

き
事
い
は
ん
方
な
し
」
と
し
、

柄ひ

杓し
や
く

で
水
を
撒
き
終
了
を
告
げ
て
も
、
指
を
突
き
だ
し
て

駆
け
込
ん
で
く
る
市
人
も
描
か
れ
る
。

『
浪
花
百
景
』
は
、
こ
れ
ら
の
書
物
と
は
異
な
り
競
り
の

様
子
を
俯
瞰
的
に
描
か
な
い
。
市
人
の
下
半
身
だ
け
で
、

押
し
あ
い
へ
し
合
い
す
る
競
り
の
激
し
さ
を
表
現
す
る
。

奇
抜
な
ア
イ
デ
ィ
ア
で
あ
る
。
片
肌
脱
い
で
石
段
か
ら
駆

け
つ
け
る
3
人
。
恐
ら
く
茶
店
で
休
憩
し
「
カ
バ
ヤ
キ
」

で
精
を
つ
け
た
の
だ
ろ
う
。
視
線
の
先
に
は
、
ま
る
で
ダ

ン
ス
に
熱
狂
す
る
よ
う
な
市
人
た
ち
の
足
が
あ
り
、
扇
、

煙
草
入
れ
、
煙
管
が
散
乱
す
る
。
拾
お
う
と
の
び
た
手
が

相
場
の
手
振
り
に
似
る
の
も
ユ
ー
モ
ラ
ス
で
あ
る
。

市
人
の
服
飾
も
ユ
ニ
ー
ク
だ
。
大
半
が
股
引
を
穿
い
て

い
る
。『
守も

り

貞さ
だ

謾ま
ん

稿こ
う

』
は
、「
股
脚
全
き
の
長
き
を
の
み
ぱ

つ
ち
と
云
ふ
」
と
し
、「
大
坂
堂
島
の
米
賈
は
細
密
な
る

白
地
藍
小
紋
を
用
ふ
」
と
米
市
場
の
股
引
に
触
れ
る
。
当

時
の
常
識
で
あ
っ
た
に
し
ろ
、
職
業
上
の
コ
ス
チ
ュ
ー
ム

に
着
眼
し
、
股
引
だ
け
で
米
市
場
が
特
定
で
き
る
構
図
が

発
想
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
。

そ
れ
を
踏
ま
え
れ
ば
、《
大
江
ば
し
よ
り
鍋
し
ま
風
景
》

（
図
4
）
で
、
鍋
島
藩
蔵
屋
敷
を
望
ん
で
大
江
橋
を
堂
島
に

渡
り
、「
白
地
藍
小
紋
」
の
ぱ
っ
ち
に
相
場
附
と
大
書
し

た
大
福
帳
の
男
が
何
者
か
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

ラ
ン
ド
マ
ー
ク
発
見
─
─《
両
本
願
寺
》　

都
市
景
観
で
目
印
と
な
る
建
築
や
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
が
ラ

ン
ド
マ
ー
ク
だ
が
、『
浪
花
百
景
』
で
も
大
坂
城
や
四
天

王
寺
が
キ
ー
と
な
る
。

興
味
深
い
の
が
、
北
御
堂
（
西
本
願
寺
津
村
別
院
）
と
南

御
堂
（
東
本
願
寺
難
波
別
院
）
で
あ
る
。
両
御
堂
が
市
中
で

圧
倒
的
な
存
在
感
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
拙
著
『
モ
ダ
ン
心

斎
橋
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
―
―
メ
ト
ロ
ポ
リ
ス
の
時
代
と
記

憶
』（
国
書
刊
行
会
、
2
0
0
5
年
）
に
掲
載
し
た
明
治
期

の
写
真
（
図
5
）
か
ら
分
か
る
。『
浪
花
百
景
』
で
は
《
四

ツ
橋
》《
永え

い

代た
い

濱は
ま

》《
高こ

う

津づ

》
の
遠
景
に
そ
び
え
て
地
理
関

係
を
理
解
す
る
補
助
と
な
っ
て
い
る
。

《
四
ツ
橋
》
は
西
横
堀
と
長
堀
の
両
川
が
、
船せ

ん

場ば

、
島
之

内
、
新し

ん

町ま
ち

、
北
堀
江
を
区
切
る
川
の
交
差
点
に
架
橋
さ
れ

た
四
本
の
橋
で
、『
浪
花
百
景
』
で
は
手
前
右
が
下し

も

繋つ
な
ぎ

橋ば
し

、

同
左
が
吉
野
屋
橋
、
向
こ
う
右
が
炭
屋
橋
、
同
左
が
上か

み

繋つ
な
ぎ

橋ば
し

で
あ
る
。
橋
名
を
記
さ
ず
と
も
、
両
御
堂
が
遠
望

さ
れ
る
こ
と
で
橋
の
位
置
関
係
も
特
定
で
き
る
。
左
に
進

め
ば
新
町
廓く

る
わ

で
あ
る
。

《
永
代
濱
》
に
は
、
靱う

つ
ぼ

の
海
産
物
問
屋
が
干ほ

し

鰯か

や
鰹
節
な

ど
を
荷
揚
げ
し
て
市い

ち

が
た
っ
た
。『
摂
津
名
所
図
会
』
や

近
代
の
織
田
一
磨
の
石
版
画
《
大
阪
風
景
》（
1
9
1
7

〜
19
年
）
に
も
描
か
れ
る
。『
浪
花
百
景
』
で
は
真
横
か

ら
見
た
北
御
堂
が
遠
く
に
描
か
れ
る
。

《
高
津
》（
図
6
）
は
、『
浪
華
の
賑
ひ
』
か
ら
図
を
転
用
し
、

両
御
堂
の
屋
根
が
望
め
る
高
津
宮
西
側
の
眺
望
を
描
く
。

絵
馬
堂
か
ら
は
真
西
に
道
頓
堀
川
を
見
下
ろ
せ
、
望
遠
鏡

を
貸
す
遠
眼
鏡
屋
が
営
業
し
て
い
た
。
遠
眼
鏡
屋
は
『
東

海
道
中
膝
栗
毛
』
に
も
登
場
し
、
淡
路
や
須
磨
は
及
ば
ず
、

耳
に
あ
て
る
と
道
頓
堀
の
役
者
の
声
色
が
聞
こ
え
、
鼻
に

あ
て
る
と
う
な
ぎ
屋
の
に
お
い
が
す
る
も
同
然
と
い
っ
た

滑
稽
な
調
子
で
客
を
引
く
。『
摂
津
名
所
図
会
大
成
』
と

比
較
す
る
と
、『
浪
花
百
景
』
で
旅
人
が
見
る
の
は
、
観

光
地
な
ど
に
あ
る
展
望
を
絵
解
き
し
た
立
看
板
で
あ
る
。

『
浪
花
百
景
』
に
は
南
北
の
両
御
堂
を
テ
ー
マ
と
し
た

《
両
本
願
寺
》（
図
7
）
も
あ
る
。
大
き
な
堂
宇
が
2
つ
並
び
、

手
前
が
北
御
堂
、
左
が
南
御
堂
で
あ
る
。
地
方
か
ら
の
講

中
だ
ろ
う
か
、
笠
を
被
っ
て
石
段
下
に
列
を
な
し
、
案
内

人
ら
し
き
男
に
従
っ
て
参
詣
す
る
団
体
の
ほ
か
、
中ち

ゆ
う

間げ
ん

を

従
え
た
武
士
が
裃

か
み
し
もの

武
士
と
挨
拶
し
て
い
る
の
も
気
に
な

る
。以

前
、
両
御
堂
に
近
い
久き

ゆ
う

宝ほ
う

寺じ

町ま
ち

を
調
べ
た
こ
と
が

あ
っ
た
が
［
＊
2
］、
江
戸
時
代
か
ら
簪

か
ん
ざ
し

や
水
引
、
扇
子
な

ど
を
扱
う
小
間
物
商
や
、
仏
具
と
関
係
し
て
欄
間
や
襖ふ

す
ま

な

ど
の
建
具
関
係
の
店
が
多
く
、
坐い

か
す
り摩

神
社
近
く
の
古
着
屋

街
も
有
名
だ
っ
た
。
船
場
と
い
う
と
豪
商
の
イ
メ
ー
ジ
が

あ
る
が
、
御
堂
付
近
は
、
先
の
講
中
の
よ
う
な
参
詣
客
や

観
光
客
を
相
手
と
し
た
店
も
賑
わ
っ
て
い
た
ら
し
い
。

こ
の
地
が
大
坂
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
で
あ
っ
た
こ
と
を
感

じ
さ
せ
る
の
が
、
暁あ

か
つ
き

鐘か
ね

成な
り

（
1
7
9
3
～
1
8
6
1
）
で

あ
る
。
鐘
成
は
前
出
『
浪
華
の
賑
ひ
』『
摂
津
名
所
図
会

大
成
』
の
筆
者
だ
が
、
南
御
堂
に
近
い
心
斎
橋
筋
博ば

く

労ろ
う

町ま
ち

で
「
鹿
廼
家
」
を
経
営
し
、
土
産
物
を
開
発
し
て
販
売
し

た
。『
浪
華
百
事
談
』
は
、
御
高
床
に
高こ

う

欄ら
ん

を
巡
ら
し
た

店
構
え
を
図
示
し
「
浪
花
に
類
な
き
一
奇
の
も
の
」
と
す
る
。

人
生
、出
会
い
の
連
続

─
─《
あ
み
嶋
風
景
》《
天
満
ば
し
風
景
》

街
で
の
思
わ
ぬ
出
会
い
。『
浪
花
百
景
』
は
そ
れ
も
演

出
す
る
。《
あ
み
嶋
風
景
》（
図
8
）
は
、
要
職
に
あ
る
陣じ

ん

笠が
さ

の
武
士
が
何
か
指
さ
し
驚
き
、
釣
り
竿
を
肩
に
し
た
男

が
振
り
返
る
。
場
所
は
天
満
橋
の
上
。
背
後
は
藤
田
美
術

館
の
あ
る
網
島
で
、
遠
く
の
土
手
は
満
開
の
桜
。
川
に
屋
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図8：あみ嶋風景 図9：天満ばし風景

図12：さくらの宮景

図10：松屋呉服店
『摂津名所図会』に描かれた「松屋」と同じ店構え。通り奥には相撲
取りが歩いている。

図11：川口雑喉場つきじ

形
船
が
浮
か
ぶ
。

《
天
満
ば
し
風
景
》（
図
9
）
は
、
中
央
の
黒
紋
付
き
の
武

士
に
旅
人
と
女
性
の
視
線
が
集
ま
る
。
細
長
い
陸
地
が
網

島
へ
と
続
き
、
右
に
大
坂
城
と
寝
屋
川
が
あ
る
。
細
い
水

路
は
鯰
江
川
。
画
面
左
に
大
川
が
流
れ
る
。
こ
の
2
作
品

だ
け
が
『
浪
花
百
景
』
で
図
柄
が
連
続
し
、
並
べ
て
は
じ

め
て
意
図
が
分
か
る
。

ど
う
だ
ろ
う
、
陣
笠
の
武
士
が
指
さ
し
て
い
た
の
は
黒

紋
付
き
の
武
士
で
は
な
い
か
。
い
き
な
り
出
く
わ
し
ア
ッ

と
声
を
あ
げ
て
周
囲
の
注
視
を
浴
び
た
ら
し
い
。
想
像
を

た
く
ま
し
く
す
れ
ば
、
天
満
橋
を
南
か
ら
渡
る
の
は
奉
行

所
の
与
力
か
同
心
で
、
天
満
の
役
宅
に
帰
る
と
こ
ろ
で
は

な
い
か
。
陣
笠
の
武
士
は
上
司
で
、
無
理
な
仕
事
を
言
い

つ
け
な
が
ら
、
自
分
は
月さ

か

代や
き

を
剃
る
前
の
若
侍
と
花
見
か

物
見
遊
山
に
行
く
。
そ
の
帰
り
に
橋
上
で
出
会
っ
た
。
逃

げ
場
が
な
い
。
ば
つ
が
悪
い
。
謹
厳
実
直
な
部
下
も
こ
れ

で
は
や
っ
と
れ
ん
わ
、
と
ブ
ス
ッ
と
し
て
い
る
…
…
そ
ん

な
物
語
が
浮
か
ん
で
く
る
。

出
会
い
は
、
現
在
の
心
斎
橋
の
大
丸
百
貨
店
を
描
い
た

《
松
屋
呉
服
店
》（
図
10
）
に
も
あ
る
。
日
傘
の
人
が
多
い

夏
の
日
。
目
を
こ
ら
す
と
大
き
な
相
撲
取
り
が
歩
い
て
く

る
。
相
撲
興
行
は
、
元
禄
15
（
1
7
0
2
）
年
社
寺
の
勧か

ん

進じ
ん

か
ら
独
立
し
て
、
心
斎
橋
に
も
近
い
堀
江
で
は
じ
ま
っ

た
。
力
士
が
贔ひ

い

き屓
の
タ
ニ
マ
チ
に
誘
わ
れ
、
大
丸
に
向

か
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
画
中
に
力
士
を
発
見
し
た
と

き
、
今
で
も
繁
華
街
で
芸
能
人
や
著
名
人
と
出
会
っ
た
ら

と
き
め
く
。
そ
ん
な
気
持
ち
が
甦
り
は
し
な
い
だ
ろ
う
か
。

《
川
口
雑ざ

喉こ

場ば

つ
き
じ
》（
図
11
）
は
中
央
を
木
津
川
が
横

切
り
、
対
岸
は
川
口
船
番
所
で
手
前
は
遊
所
ら
し
い
。
橋

上
の
い
か
つ
い
男
は
刺
繍
さ
れ
た
ア
イ
ヌ
文
様
か
ら
、
蝦え

夷ぞ

地
か
ら
北
陸
経
由
で
物
資
を
大
坂
に
運
ぶ
北
前
船
の
船

頭
と
知
れ
る
。
後
の
女
性
と
子
供
は
大
坂
に
置
い
た
家
族

だ
ろ
う
か
。
男
と
話
す
二
人
は
風
呂
敷
に
「
大
」「
松
」

の
字
が
あ
り
、
大
丸
（
松
屋
）
の
手
代
が
、
遠
方
か
ら
到

着
し
た
船
頭
を
相
手
に
商
売
の
反
物
を
持
参
し
た
の
か
も

し
れ
な
い
。
板
子
一
枚
下
は
地
獄
の
船
頭
に
と
っ
て
一い

つ

時と
き

の
家
族
団
欒
が
こ
の
「
景
」
の
テ
ー
マ
か
も
し
れ
な
い
。

の
ど
か
な
生
活
／
花
の
都
大
坂

─
─《
さ
く
ら
の
宮み

や

景け
い

》《
吉き

ち

助す
け

牡
丹
盛
り
》

市
民
生
活
の
楽
し
み
を
描
い
た
作
品
も
多
い
。《
さ
く

ら
の
宮
景
》（
図
12
）
は
花
見
の
季
節
、
桜
の
宮
あ
た
り
の

大
川
で
、
三
味
線
や
笛
な
ど
歌
舞
音
曲
で
盛
り
上
が
る
屋

形
船
を
描
く
。
落
語
の
「
遊
山
舟
」
で
は
、
夕
涼
み
に
橋

か
ら
大
川
を
眺
め
、
碇い

か
り

模
様
の
揃
い
の
浴
衣
を
着
た
稽
古

屋
の
船
を
褒
め
る
が
、
こ
の
図
も
稽
古
屋
の
船
か
も
し
れ

な
い
。
女
性
が
お
師
匠
は
ん
で
、
桜
模
様
の
揃
い
浴
衣
に

揃
い
の
手
拭
い
で
あ
る
。
首
に
手
拭
い
を
巻
き
三
味
線
片

手
に
歌
う
男
は
、
マ
フ
ラ
ー
を
し
た
ロ
カ
ビ
リ
ー
時
代
を

想
起
さ
せ
る
。

《
木き

津づ

川が
わ

口ぐ
ち

千せ
ん

本ぼ
ん

松ま
つ

》
の
ハ
ゼ
釣
り
、《
河こ

堀ぼ
れ

口ぐ
ち

》
の
蛍

狩
り
、
道
頓
堀
の
芝
居
小
屋
や
住
吉
の
潮
干
狩
り
、
西
照

庵
、
浮
瀬
、
北き

た
の

瓢ひ
よ
う

亭て
い

な
ど
料
亭
も
『
浪
花
百
景
』
に
登

場
す
る
。《
錦き

ん

城じ
よ
う

の
馬
場
》
で
は
、
大
坂
城
の
馬
場
で
の

野
遊
び
に
家
族
で
凧
揚
げ
を
し
て
い
る
。
国
も
時
代
も
異

な
る
が
、
1
9
1
0
年
の
ロ
ン
ド
ン
を
舞
台
と
し
た
デ
ィ

ズ
ニ
ー
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
映
画
『
メ
リ
ー
・
ポ
ピ
ン
ズ
』

で
公
園
で
凧
揚
げ
す
る
ラ
ス
ト
シ
ー
ン
を
思
い
出
し
た
。

洋
の
東
西
を
問
わ
ず
に
市
民
社
会
の
何
気
な
い
日
常
の
幸

福
感
を
伝
え
る
。

ま
た
、
ビ
ル
や
家
屋
が
建
て
込
ん
で
緑
の
少
な
い
現
代

と
比
べ
、
か
つ
て
の
大
坂
は
花
の
都
で
あ
っ
た
。『
浪
花

百
景
』
に
四
季
の
花
々
を
列
挙
す
る
と
、
江
戸
亀
戸
の
梅

屋
敷
を
模
し
た
《
梅
や
し
き
》、
桃
は
味
原
池
付
近
の
桃

畑
を
描
く
《
産う

ぶ

湯ゆ

味あ
じ

原は
ら

池い
け

》
や
、
現
在
の
近
鉄
上
本
町
駅

付
近
の
《
野の

中な
か

観か
ん

音の
ん

桃も
も

華は
な

盛さ
か

り
》
が
あ
る
。
桜
も
《
新
町

廓か
く

中ち
ゆ
う

九く

軒け
ん

夜よ

桜ざ
く
ら

》《
天
満
樋
の
口
》《
堀ほ

り

川か
わ

備び

前ぜ
ん

陣じ
ん

家や

》

に
描
か
れ
た
。
藤
は
最
古
の
大
坂
案
内
記
『
蘆あ

し

分わ
け

船ぶ
ね

』

（
1
6
7
5
年
）
に
「
よ
し
野
の
さ
く
ら
に
、
野
田
の
藤
、

高
尾
の
紅
葉
」
と
あ
げ
ら
れ
、
牧
野
富
太
郎
が
日
本
固
有

種
の
標
準
和
名
を
「
ノ
ダ
フ
ジ
」
と
定
め
た
福
島
区
の
春

日
神
社
の
《
野
田
藤
》
が
あ
り
、
杜か

き
つ
ば
た若

で
は
浦
江
聖
天
で

親
し
ま
れ
る
鷺さ

ぎ

洲す

の
了
徳
院
の
《
う
ら
え
杜
若
》
が
あ
る
。

牡
丹
は
《
吉
助
牡
丹
盛
り
》（
図
13
）
で
あ
る
。
江
戸
時

代
か
ら
高
津
宮
付
近
は
植
木
屋
が
多
く
、『
摂
津
名
所
図

会
大
成
』
は
「
就な

か
ん
ず
く中

高
津
の
吉
助
を
以
て
魁

さ
き
が
けと

す
」
と
、

松
井
吉
助
を
先
駆
に
あ
げ
る
。
近
代
で
は
菊
人
形
を
興
行

し
た
翫か

ん

菊ぎ
く

庵あ
ん

も
高
津
に
あ
っ
た
。
吉
助
は
牡
丹
と
秋
の
菊

花
を
公
開
し
て
賑
わ
う
。
特
撮
ド
ラ
マ
『
ウ
ル
ト
ラ
Ｑ
』

の
マ
ン
モ
ス
フ
ラ
ワ
ー
の
よ
う
な
巨
大
な
花
に
牡
丹
を
描

き
、
見
あ
げ
て
歓
声
を
あ
げ
て
い
る
か
に
遠
方
の
見
物
客

を
は
め
込
む
。
ト
リ
ッ
キ
ー
な
構
図
で
あ
る
。

船
を
描
く
─
─
三
十
石
船
と《
天
保
山
》

伏
見
と
大
坂
を
往
来
す
る
三
十
石
船
は
上
方
落
語
で
も

知
ら
れ
る
。《
八
軒
屋

［
マ
マ
］

夕
景
》
は
大
川
左
岸
、
天
満
橋
下

流
の
八
軒
家
浜
の
船
着
き
場
を
描
く
。
今
な
ら
鉄
道
タ
ー

ミ
ナ
ル
の
感
じ
だ
ろ
う
。
三
十
石
船
は
下
り
は
淀
川
の
流

れ
に
任
せ
、
上
り
は
綱
を
曳
い
て
伏
見
を
目
指
し
た
。

《
毛け

馬ま

》（
図
14
）
や
《
源げ

ん

八ぱ
ち
の

渡わ
た

し
口ぐ

ち

》
に
は
船
の
柱
に
綱

が
結
び
つ
け
ら
れ
、
川
岸
で
そ
れ
を
曳
く
人
足
が
描
か
れ

て
い
る
。

『
浪
花
百
景
』
に
は
曳
き
船
が
何
度
も
登
場
し
、《
江え

口ぐ
ち
の
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図14：毛馬
対岸では人足が綱で船を曳いている。

図15：江口君堂 図13：吉助牡丹盛り

図17：天保山
大きく描かれた水路の標識「澪標（みおつくし）」は、大阪市の市章となっ
ている。

図16：三嶋江
左には船を曳く人足が描かれている。

君き
み

堂ど
う

》（
図
15
）
も
、
こ
れ
を
巧
み
に
利
用
す
る
。
飛
翔
す

る
カ
モ
メ
は
広
重
ば
り
の
花
鳥
画
と
し
て
魅
力
に
富
み
、

画
面
を
一
本
の
綱
が
横
切
る
ユ
ニ
ー
ク
な
構
図
に
驚
か
さ

れ
る
が
、
目
を
こ
ら
す
と
画
面
下
に
船
体
が
の
ぞ
き
、
曳

綱
を
大
胆
に
あ
し
ら
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

《
三み

嶋し
ま

江え

》（
図
16
）
は
船
の
姿
が
画
面
に
な
い
が
、
街
道

沿
い
に
綱
を
曳
く
人
足
た
ち
か
ら
淀
川
に
曳
舟
し
て
い
る

こ
と
が
分
か
る
。『
浪
花
百
景
』
に
は
神
農
祭
や
日
本
橋
、

心
斎
橋
筋
の
書し

よ

肆し

街
な
ど
の
都
心
の
著
名
な
祭
礼
や
景
観

が
登
場
し
な
い
。
大
坂
市
街
か
ら
離
れ
た
三
嶋
江
（
現
・

高
槻
市
）
を
加
え
た
の
は
、
曳
舟
が
生
む
構
図
の
面
白
さ

を
絵
師
が
選
ん
だ
た
め
か
も
し
れ
な
い
。

船
を
描
く
な
ら
、
安あ

治じ

川が
わ

を
浚
え
た
土
砂
を
盛
っ
て
誕

生
し
た
《
天て

ん

保ぽ
う

山ざ
ん

》（
図
17
）
も
『
浪
花
百
景
』
で
目
立
つ

作
品
で
あ
る
。
天
保
山
は
最
初
は
20
メ
ー
ト
ル
の
高
さ
が

あ
り
、
航
行
の
目
印
と
し
て
「
目め

標じ
る
し

山
」
と
も
呼
ば
れ
、

高
楼
「
雨あ

ま

舎や
ど
り

」
や
昇
平
橋
、
茶
店
が
あ
る
新
し
い
行
楽
地

と
な
っ
た
。
海
遊
館
を
中
心
と
す
る
観
光
地
で
あ
る
現
在

を
彷
彿
と
さ
せ
る
。

画
中
、
遠
景
の
大
坂
城
や
帆
船
の
列
は
、
天
保
6

（
1
8
3
5
）
年
刊
の
暁
鐘
成
『
天
保
山
名
所
図
会
』
の
図

を
部
分
転
用
す
る
。
大
き
な
澪み

お

標つ
く
し

が
印
象
的
で
、
白
い
波

し
ぶ
き
を
散
ら
し
た
水
色
の
扇
面
を
色
紙
型
に
描
く
の
は
、

扇
の
形
を
澪
標
に
見
立
て
た
デ
ザ
イ
ン
だ
ろ
う
。
ち
な
み

に
鐘
成
は
天
保
山
を
亀
に
似
て
い
る
と
し
て
「
天
保
山
名

器
蓬ほ

う

莱ら
い

形け
い

畧り
や
く

図ず

」
な
ど
の
グ
ッ
ズ
も
開
発
し
て
広
告
を

同
書
に
載
せ
て
い
る
。

し
か
し
、
安
政
元
（
1
8
5
4
）
年
に
ロ
シ
ア
の
軍
艦

デ
ィ
ア
ナ
号
が
来
航
し
、
外
国
船
の
目
標
に
な
る
こ
と
を

恐
れ
て
天
保
山
は
削
ら
れ
、
西
洋
式
の
砲
台
が
築
か
れ
た
。

年
代
的
に
《
天
保
山
》
は
山
が
削
り
取
ら
れ
た
後
に
描
か

れ
た
可
能
性
が
高
く
、
華
や
か
な
画
面
は
、
か
つ
て
の
栄

華
を
偲
ん
で
写
さ
れ
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
。

お
わ
り
に

『
浪
花
百
景
』
は
ま
だ
ま
だ
奥
深
く
、
面
白
い
。「
ル

ネ
ッ
セ
」
の
理
念
か
ら
、
こ
れ
を
現
代
に
活
か
す
に
は
ど

う
す
れ
ば
よ
い
か
。
画
面
の
読
み
方
は
紹
介
し
た
の
で
、

あ
と
は
皆
さ
ん
で
お
考
え
く
だ
さ
い
と
い
う
こ
と
に
な
る

が
、
思
う
と
こ
ろ
を
述
べ
る
と
、
こ
れ
ま
で
現
代
人
が

『
浪
花
百
景
』
に
お
い
て
何
を
見
落
と
し
、
何
故
見
落
と

し
た
か
を
考
え
る
こ
と
か
ら
考
え
は
じ
め
る
の
が
よ
い
よ

注＊
１	

橋
爪
節
也
「
描
か
れ
た
堂
島
―
―
画
家
は
都
市
に
何
を
読
み
と
る
か
」『
大

阪
の
歴
史
』
71
号
、
2
0
0
8
年

＊
２	

橋
爪
節
也
「
南
北
久
宝
寺
町
の
文
化
史
ス
ケ
ッ
チ
─
─
書
肆
、
音
楽
、
美
術

に
触
れ
て
」
他
、
大
阪
久
宝
寺
町
卸
連
盟
編 

『
協
同
組
合
大
阪
久
宝
寺
町
卸

連
盟
設
立
五
十
周
年
記
念
誌
』
2
0
1
2
年

う
な
気
が
す
る
。

『
浪
花
百
景
』
の
よ
う
な
ヴ
ィ
ジ
ュ
ア
ル
作
品
を
前
に
す

る
と
、
往
々
に
し
て
我
々
は
、
先
入
観
や
固
定
観
念
が
優

先
し
、
歴
史
的
に
隔
た
っ
た
時
代
の
産
物
と
決
め
つ
け
て
、

ど
う
読
み
と
る
か
突
っ
込
ん
で
考
え
な
い
こ
と
が
多
い
。

歴
史
的
遺
物
と
し
て
絵
を
見
ず
に
言
葉
だ
け
で
理
解
し
た

気
に
な
る
。
こ
こ
で
は
『
浪
花
百
景
』
と
い
う
言
葉
だ
け

を
無
批
判
に
受
け
入
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
揃

い
物
の
場
合
、
数
が
あ
る
こ
と
に
満
足
し
、
絵
画
そ
の
も

の
を
深
く
読
む
と
い
う
知
的
労
働
を
放
棄
し
が
ち
で
あ
る
。

そ
し
て
『
浪
花
百
景
』
は
一
瞬
を
と
ら
え
た
流
動
的
な

「
景
」
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
り
、
幕
末
の
大
坂
を
普
遍

的
に
描
い
た
風
景
画
集
で
は
な
い
こ
と
も
忘
れ
る
。
平
成

版
『
浪
花
百
景
』
を
選
び
、
地
下
鉄
に
キ
ャ
リ
ー
バ
ッ
グ

と
ス
マ
ホ
を
握
る
乗
客
を
た
く
さ
ん
描
い
て
も
、
こ
こ
2
、

3
年
の
「
景
」
で
あ
っ
て
、
平
成
の
30
年
間
す
べ
て
を
象

徴
す
る
こ
と
に
な
ら
な
い
の
と
同
じ
で
あ
る
。
に
も
か
か

わ
ら
ず
、『
浪
花
百
景
』
だ
け
で
幕
末
の
大
坂
の
街
を
イ

メ
ー
ジ
し
て
安
心
す
る
の
は
知
的
怠
慢
で
あ
る
。

し
か
し
一
瞬
の
「
景
」
で
あ
っ
て
も
、『
浪
花
百
景
』

に
は
当
時
の
人
間
の
経
験
が
煮
詰
め
ら
れ
、
練
り
に
練
っ

た
画
家
の
ア
イ
デ
ィ
ア
が
は
じ
け
て
一
つ
の
ヴ
ィ
ジ
ュ
ア

ル
へ
と
昇
華
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
現
代
に
活
か
す
た
め

に
は
、
ヴ
ィ
ジ
ュ
ア
ル
を
読
み
解
く
た
め
の
方
法
論
が
必

要
な
こ
と
は
す
で
に
実
例
を
あ
げ
て
き
た
。
同
時
に
次
の

段
階
と
し
て
、
読
み
解
い
た
画
家
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
ど
の

よ
う
に
語
る
の
か
─
─
例
え
ば
、
お
土
産
に
持
ち
帰
っ
た

『
浪
花
百
景
』
の
一
景
一
景
を
、
家
族
に
ど
の
よ
う
に
絵

解
き
す
る
の
か
─
─
と
い
っ
た
問
題
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

今
は
分
か
ら
な
く
な
っ
た
風
習
も
多
い
が
、
そ
の
た
め

に
は
史
実
を
尊
重
し
な
が
ら
も
『
浪
花
百
景
』
を
現
代
に

生
き
る
我
々
に
強
く
引
き
つ
け
、
封
印
さ
れ
た
物
語
を
ひ

も
と
く
語
り
口
を
模
索
す
る
こ
と
が
大
事
に
思
え
る
。

バ
ッ
ハ
の
『
マ
タ
イ
受
難
曲
』
な
ど
で
独
唱
す
る
エ
ヴ
ァ

ン
ゲ
リ
ス
ト
（
福
音
史
家
）
の
役
目
と
言
え
よ
う
か
。
同

じ
内
容
を
語
っ
て
も
人
に
よ
っ
て
伝
達
力
の
厚
い
薄
い
が

あ
り
、
そ
こ
に
は
ヴ
ィ
ジ
ュ
ア
ル
に
対
し
て
、
我
々
自
身

の
生
活
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
リ
ア
リ
ズ
ム
が
実
感
を
も
っ

て
そ
の
場
で
語
ら
れ
て
い
る
か
の
問
題
も
あ
る
。

と
は
い
え
、
大
阪
の
過
去
の
文
化
的
蓄
積
を
呼
び
覚
ま

し
、
現
代
に
活
か
す
た
め
に
は
、『
浪
花
百
景
』
の
存
在

を
知
り
、
仕
掛
け
と
愉
し
み
に
満
ち
た
世
界
に
迷
い
込
む

こ
と
か
ら
は
じ
め
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
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